
 

 

２０２１年度年末年始期における運送施設変更について 

  

日本郵便㈱信越支社 郵便・物流オペレーション部は、本日（12月 16日）「２０２

１年度年末年始期における運送施設変更」について地方本部に説明してきました。 

 

標記概要は、年末年始期間中の運送荷量減少に対応するため、一部の運送便につい

て既定便の減便等調整を実施するとともに、その他の運送便については年末年始運行

パターンに切り替えるというものです。 

 

 今年度は、１２月２３日（木）から１月３日（金）の間の日曜・祝日における運送

便を土曜ダイヤに変更するとし、１月４日（火）の地域内便においては、１月３日ま

で年末年始休業となる企業等が多いことから荷量の減少が見込まれるため、休翌とし

て運行するとしています。 

なお、支社資料③の「土曜パターンに変更しない運送便一覧」に記載のある便につ

いては、平日パターンで運行するとしています。 

 

また、地域内便において、大口差出顧客の年末年始休業の状況によっては支社資料

①の運行パターンにそぐわない場合があるため、その場合は支社資料②のダイヤグラ

ムのダイヤを優先して運行するとしています。 

 

 

 

 

 【労使対応】 情報提供 
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